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八 街 市 外 部 評 価 結 果

事務事業名 焼却炉維持修繕事業費

担当部課名 経済環境部クリーンセンター

○ 焼却用機器の故障や焼却炉内耐火物等の修繕・定期的交換等を行う

ことにより、施設を焼却に支障なく安定的に稼働させる。

事業の概要

事 内部評価
H ２４決算 １２７，７７４千円 現状維持

決定内容
務

・耐火物など定期的な交換修理が必要なものの他、老朽化により各駆動

事 部の摩耗、配管に亀裂等が生じ修繕が除々に増加している。ごみの焼

却量に応じ機械の劣化も進むことから、市民へのごみの減量化への呼
業

びかけと、施設に要する年間経費を市民に周知するなど、さらに市民
課題･問題点

評 のごみの減量化への意識向上を図る必要がある。

価

・ごみ焼却施設が建築後１０年を経過し、大規模修繕が必要となる時期

にきているが、大規模修繕を避け修繕せずに引き続き使用可能な部分

を見極め、修繕をどうしても必要なものに絞ることにより、経費の節

減に取り組み安定的に稼働させていく必要がある。

・現在、修繕計画を立てて計画的な維持修繕を行っており、焼却施設の
担当部課長

延命化は最大の責務であることから大規模な故障等引き続き起こさな
の評価

いよう計画的な修繕に今後も努める。
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行 財 政 調 査 会 の 評 価

事務事業名 焼却炉維持修繕事業費

□拡充 □現状維持 □手法等を見直し継続 □事業縮小 □他事業と統合又は廃止

・修繕については、その事業の性格上評価が難しい部分であり、見直し等

評価に関する をしづらいことから、現状維持が妥当と考える。

コメント

・施設の老朽化に伴い、大規模な故障が起きないよう計画的な修繕を行っ

ていただきたい。

・市民へごみの減量化について、呼びかけや周知を行っていただきたい。

委員の主な意

見

評価会議名 第３回八街市行財政調査会
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